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園特集機関ﾘポジﾄﾘと病院図書館
｢国立情報学研究所の学術機関リポジトリ

構築連携支援事業」を診る

Ｉ．はじめに

「悪性コレステロールって何だつけ？」

先日、ある友人から尋ねられた。４月の健康

診断時、ＬＤＬコレステロール値で指摘されたら

しい。それぐらいであれば、関連書籍や適当な

ウェブサイトを見ると、ある程度の情報はえら

れる◎だが、これがもう少し入り組んでくると

どうか。

・LDL／コレステロールと生活習償、年齢、

性別との栢関/因果関係は？信頼できる最新の

臨床鑑果を比稜検討したい。

一般の患者であれば、医師らの医療専門家の

アドバイスや病院図書館などのレファレンス

サービスに頼りたくなるところだろう。あるい

は、専門的な解説記事や原著論文を求め、医中

誌ＷｅｂやＰｕｂＭｅｄなどを使いこなす強者ユー

ザもいるかもしれない。また、インフオーム

ドコンセントや「根拠に基づいた医療（EBM：

Evidence-BasedMedicine)」の重要性がうたわ

れる中、臨床研究の結果を積極的に発信してい

きたい医師らの医療従事者も多くいるのではな

いか。

大学などの学術情報流通機関で取り組まれて

いる「機関リポジトリ」は、それらニーズを満

たす一助となる可能性が期待される。

Ⅱ、機関リボジトリとは

そもそも「機関リポジトリ」とは何か。定義

自体の整理については別稿に譲るが、ここでは、

しおざきりよう：国立情報学研究所

塩崎亮

｢大学等の研究機関が、その知的生産物を電子的

形態で収集・蓄積・保存し、無料で公開するた

めに設置する電子アーカイブシステム」として

おくl)。

利用する側から見れば、大学などから発信さ

れた情報が、データの置き場所はどうであれ、

無料でインターネット公開されているというこ

とになる。裏返せば、電子ジャーナルなどの市

場で流通されている論文が、場合によっては無

料で入手できる場合もあるということを指す。

逆に、欧米出版社が販売する電子ジャーナル

の価格は、年を追うごとに値上がりしている。

価格高騰は収まる気配がなく、契約をあきらめ

ざるをえない図書館もあると聞く。また、市場

で採算が取れなければ、淘汰されるジャーナル

も出てくるだろう。学術情報流通システム、あ

るいは電子ジャーナルのビジネスモデルは、何

らかの変革を迫られている2)。この変動期にお

いて、機関リポジトリは、従来の民間出版市場

とは異なる新たな流通チャネルの一つとも位置

づけられ、注目されている。

他方で、大学間の競争環境も厳しさを増して

いる。そんな中、機関リポジトリは、各機関に

とって格好の情報発信チャネルとなるだろう。

大学内の知的成果物を一般に公開することで、

その存在意義を広く社会的に示すことも可能に

なる。実際、朝日新聞社が毎年刊行している

｢大学ランキング」でも3)、機関リポジトリの収

録コンテンツ数とダウンロード数によるランキ

ングが掲載されだした。

機関リポジトリは、社会的にも注目されるよ
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うになってきたといえる。測って、国立傭報学

研究所（以下、NII）は、どのような役割を求め

られているのか。

の対象機関は、日本国内の大学、短期大学、高

等専門学校、大学共同利用機関に限っている。

表ｌは、２０１０年度までの委託機関数の推移を

示す。2005年度はわずか１９機関であったのが、

2006年度には３倍の５７機関となり、2007年度

には７０機関となるまでに至った。２００８年度以

降は、複数機関が共同してリポジトリを進める

動きも活発化し、また、公立大学や共同利用機

関への委託も見られ、国立大学がメインだった

構成に変化が生じている。２０１０年度の委託数の

減少傾向は、国立大学を中心とした機関リポジ

トリの構築ステージが一定の落ち着きを見せ、

次なる段階へ突入したことを示唆していると思

われる。

現在、CSI委託事業は、これまでの成果を踏

まえ、第３期（2010～2012年度）として事業展

開している（第１期：2007年度まで、第２期：

2008～2009年度)。第３期では、委託内容を３

つの領域に区分して公募した。それぞれ、領域

ｌはコンテンッ構築支援（システム構築経費は

対象外)、領域２は先導的プロジェクト支援（コ

ンテンッ増加や研究者ら支援のための技術や

サービスを研究開発)、領域３は学術情報流通コ

ミュニティ活動支援（国際連携を含めたコミュ

ニティ活動支援）である。なお、2010年度の領

域２および３の委託内容は表２のとおりであり、

活動範囲の多様さが垣間見えることと思う。

また、委託率業の翌年度に、受託機関からの

成果報告を主目的として報告交流会を開催して

いる。岡内での機関リポジトリ関連のイベント

としては雌大規模である。参加者数の推移は、

Ⅲ、学術機関リポジトリ構築連携支援事業

NIIでは、大学などとの連携により、雄先端

学術情報基盤（CSI：CyberScienceInfrastruc‐

ture）（以下、CSI）の整備を推進している。

CSIとは、国内の「大学等や研究機関が有して

いるコンピュータ等の設備、基盤的ソフトウェ

ア、コンテンツ及びデータベース、人材、研究

グループそのものを超高速ネットワークの上で

共有する」ことを目的としており、学術情報流

通の基盤整備に関して、ヒト・モノ・カネと、

あらゆる側面から支援に取り組んでいる4)。

その一環として、NIIは、大学共同利用機関

法人として、大学図書館などを対.象に、「機関リ

ポジトリ」の構築と連携を促進するための支援

を行ってきた。その大きな柱が、CSI委託事業

である。

1．ＣＳＩ委託事業

2004年度の機関リポジトリ描築ソフトウェア

実証実験プロジェクトを経て、２００５年度より、

NIIではCSI委託事業を行っている。具体的に

は、①各大学からリポジトリ椛築などの提案を

公募、②外部有識者からなる委員会において提

案内容を審査、③選定した機関に盗金を配分し

年度単位で事業を委託、そして、④委託事業が

適切に実施されたか評価することを行ってきた。

この間、委託機関数の並的蛸加に加えて、委託

内容の質的多様化が確認できる。なお、本訓業

表ｌ委託機関数の推移
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領域３

表22010年度における領域２および３のプロジェクトー覧

３
４
５

代表機関（分担）プロジェクト名区分

表３CSI報告交流会参加者数の推移

東京大学

九州大学（一橋大学）

慶腫義塾大学

島根大学

金沢大学

千葉大学

名古屋大学

北海道大学

博士論文発信支援パッケージ開発プロジェクト

文献自動収集・登録ワークフローシステムの開発

新XooNIpsの開発／Libraryモジュールの開発と普及

全国遺跡資料リポジトリ・プロジェクト

オープンアクセス環境下における同定機能導入のための恒久

識別子実証実験

機関リポジトリアウトプット評価の標準化と高度化

クラウド環境における電子出版・リポジトリ連携実証実験

数学ポータル構築

１
２
３
４
５領域２

６
７
８

開催日数

北海道大学（大阪大学、金沢大学）

筑波大学

大阪大学（千葉大学）

大阪大学（奈良女子大学）

広島大学

機関リポジトリコミュニティ活‘性化のための情報共有

オープンアクセスとセルフ・アーカイビングに関する著作権

マネジメント・プロジェクト（SCPJプロジェクト３）

機関リポジトリ担当者の人材育成

近畿における機関リポジトリコミュニティ形成の支援

機関リポジトリ地域コミュニティの活性化

１

２
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表３のとおりであるが、このような人的な交流

の場は、新たな波及効果を生むことが期待され

る。

機関リポジトリの構築を支援する、あるいは、

リポジトリ間の連携を支援する取り組みは、こ

れだけにとどまらない。情報共有やデータ連携

などの環境を整備していくこともまた重要と考

えている。

2．情報発信/データ連携

（１）ポータルサイト

機関リポジトリ関連情報の国内ポータルサイ

トとなることを目指し、NIIでは学術機関リポ

ジトリ構築連携支援事業のウェブサイトを運営

している5)。例えば、報告交流会の資料、各種

調査報告書類、翻訳ドキュメントなどの関連情

報を公開してきた。

あわせて、国内の機関リポジトリー覧のぺ－

ジも維持管理している。百聞は一見に如かずで、

手っ取り早く機関リポジトリについて知るには、

ここを起点として各リポジトリを一度試してみ

ることをお勧めしたい。

（２）ＪＡＩＲＯ

各大学でつくられた機関リポジトリのデータ

を、まとめて検索できると便利だろう。ＪＡＩＲＯ

(呼称：ジャイロ）は、Japaneselnstitutional

RepositoriesOnlineの略称で、国内の学術機関

リポジトリに蓄積された学術情報（学術雑誌論

文、学位論文、研究紀要、研究報告書など）を

横断的に検索できるサービスである6)。NIIでは、

各機関の学術機関リポジトリ運営責任者からの

申込に基づき、学術機関リポジトリのメタデー

タを収集している。２０１１年５月現在､180機関リ

ポジトリで公開中の約１１０万件のコンテンツが

検索可能となっている。これらのデータは、Ｎ'’

のCiNii（NII論文情報ナビゲータ［サイニィ])、

国立国会図書館のPORTAやＮＤＬサーチなど

にも提供しており、検索機会の拡大を図ってい

る。

（３）IRDＢ

ある大学の機関リポジトリにはどのようなコ

ンテンツが蓄積されているか、インターネット

上で簡便に統計分析情報がえられれば、他機関

１
１
２
２
１
２

参加者数

６３名

181名

170名

290名

261名

(6/13,14開催）
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との比較も容易となるだろう。NIIでは、収集し

た学術機関リポジトリのメタデータを基に、学

術機関リポジトリデータベース（IRDB:Institu‐

tionalRepositoriesDataBase）を構築している7)c

IRDBコンテンツ分析システムは、国内の学術

機関リポジトリについて、学術機関リポジトリ

の詳細情報（随時更新）および学術機関リポジ

トリのコンテンツ内容のコンテンツ種別、機関

別などの統計分析情報（月末更新）を提供する

システムである。例えば、あなたの出身大学の

機関リポジトリのコンテンツ数の推移を見ては

どうだろう。持続的にコンテンツ数が増えてい

るグラフを見ると、なんだか誇らしい気持ちに

なるかもしれない。

3．波及効果

これらCSI委託瓢業などの取り組みは、直接

的にI:ｌｆｌ内の機関リポジトリ数を哨加させたにと

どまらず、波及的にもその裾野を広げることに

つながった。加えて、人材の育成や、コミュニ

ティの形成にも寄与してきたといえる。

（１）機関リポジトリ数

表４は、NIIで把握している国内に設侭され

た機関リポジトリ数の推移を示す。2004年に千

葉大学で日本初の;機関リポジトリが設置されて

から、CSI委託事業の効果もあり、2006年度に

は４８機関、２０１０年度には144;機関となるまで

に設置数は拡大した。また、コンテンツ数につ

いても、機関数の増加に伴い、着々と蓄積され

てきていることがわかる。

日本における機関リポジトリの隆盛は、世

界的に見ても引けをとらない。たとえば、世

界の機関リポジトリのディレクトリである

OpenDOARを確認すると8)、２０１１年５月現在、

日本の機関リポジトリ登録数は133機関となっ

ており、数の上では世界第４位となっている（１

位：米国395機関、２位：英国189機関、３位：

ドイツ145機関)。

（２）共同リポジトリ

あわせて、地域共同リポジトリの動きについ

ても触れておかねばならない。地域共同リポジ

トリとは、地域の大学などのコミュニティが共

同で機関リポジトリの構築・連用を推進する活

動のことを指す。「共同リポジトリプロジェクト

報告書」によれば9)、国内には８つの地域共liリ

リポジトリが確認され、４７機関が参加している

(2010年２月時点)。

共同リポジトリの単位は、地域単位とは限ら

ないかもしれない。表４の機関リポジトリ数と

公開機関数の差は、年を追うごとに派離幅が拡

大傾向にある。これは、共同リポジトリの動き

が活発化していることの影響と思われる。

他機関との共同事業はおのずと制約を伴うが、

共同リポジトリは、参加機関間でコストを分担

でき、単独では運営しにくい状況を打破する試

みとして有効なアプローチである。また、機関

を超えた人的交流活動は、さまざまな形で新た

な波及効果を生む。

表４機関リポジトリ数などの推移

４８

83

108

124

144

公開機関数の内訳（括弧内は設侭率認） コンテンツ数
（本文あり）

年度燕’機関リポジトリ数公開機関数

１
７
９
３
０
４

２
３
３

国立大学公立大学私立大学その・他

－ １４－

（1％）

(7%）

(44％）

2004

2005

2006

2007

2008

2009

2010

(0.1％）

(0.5％）

(2％）

２

１０

57

102

144

175

204

１
６
詔
舵
ね
卿
方
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※１粁年度の3/31時点の数

※２学校数は、文部科学筒「学校韮本調森」のデータよ'，

ｌ（１％）

3８

５７

７３

(71％）４（4％）２７（５％） 191,433

409,717

629.399

787.532

(84％）

(86％）

(90％）

(１２%）

(１５％）

(21％）

（6％）

(10%）

(12％）



（３）コミュニティ形成

学術機関リポジトリ構築連携支援事業は、機

関リポジトリのコミュニティ形成にもつながっ

たと思われる。たとえば、2006～2007年度ＣＳＩ

委託事業の一つでもあった「機関リポジトリの

活性化（DRF：DigitalRepositoryFederation)」

プロジェクトは、CSI委託事業に依拠しない独

立したコミュニティとして2009年度に再開され、

今に至っている'0)。そこでは、Wikiやメーリン

グリストの運営による情報共有の場の提供、各

種ワークシヨップやシンポジウムの開催による

機関リポジトリの普及・人材育成活動が積極的

に行われている。

4．今後の方向性

先に見たように（表４)、国立大学の機関リポ

ジトリ設置率は、ほぼ９割に達した。他方、私

立・公立大学は未だ１０～20％程度というのが現

状である｡「平成２１年度学術'情報基盤実態調査

結果報告」によれば'１)、機関リポジトリを構築

する予定がないと回答した機関の理由は、「運営

資金の確保が困難」なためが39％、「専門知識

のある人材が不足」しているためが422％と

なっている。中小規模大学の中には、作りたく

ても作れない機関が多数あることを示す。

このような状況を受け、大学などの教育研究

成果を発信する機関リポジトリの構築を推進し、

オープンアクセスの進展を図るため、「独自でリ

ポジトリの構築・運用が難しい機関に対して、

各機関が共通利用できる共用リポジトリのシ

ステムを構築することが必要」であることが、

2009年７月「大学図書館の整備及び学術情報流

通の在り方について（審議のまとめ)」で示され

た'2)◎

NIIはその責務を負う。現在、共用リポジト

リに関する小規模の実証実験を行っており、そ

こでえられる課題などを踏まえた上で、本格的

な事業化へ向けた検討を進めている。地域共同

リポジトリとの連携協力や、民間のリポジトリ

構築支援業者とのスミワケも考慮しつつ、公共

部門としてやるべき支援を実施していきたい。
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Ⅳ．病院図書館との関係

さて、これら機関リポジトリの動きは、病院

図書館とはどのように関係してくるのだろうか。

1．機関リポジトリを利用する

（１）オープンアクセス

まず、機関リポジトリの拡大は、インター

ネット上で、良質の医学関係情報を無料で入手

できる機会の増大につながる。直接医療にかか

わる文献もあるだろうが、倫理学だとか医療経

済学など、関連する他分野の業績も、広く医療

従事者または患者の情報ニーズを満たす可能性

が高まる。データ連携が進めば、さらに入手機

会は拡大するだろう（例：2008～2009年度ＣＳＩ

委託事業「双方向型医学系サブジェクトリポジ

トリ技術基盤の形成｣'3))。

（２）相互貸借サービス

電子的に無償で論文などを入手可能となる機

会が増えれば、他機関への相互貸借依頼は不必

要となり、事務作業の大幅な軽減化につなが

る'4)。実際、ＩLＬ（文献相互利用）依頼対象の

文献が、機関リポジトリ上で入手できるケース

も多々 確認されだした'5)◎利用者から申請を受

け付ける前に、ＪＡＩＲＯなどを検索していただけ

れば、文献複写依頼が不要となるケースもあり

うるだろう。

2．機関リボジトリを構築する

利用するだけではなく、構築する側にもなっ

ていただきたい。医学または看護というサブ

ジェクトの機関リポジトリに対するニーズは多

分にあると思われる。たとえば、札幌医科大学

では、地域にある複数の病院から賛同をえて、

医療機関発行誌を自機関運営の機関リポジトリ

から発信している'6)。近畿病院図書室協議会に

おいても、病院が主たる構成員とは思われるが、

大学も数校含まれていると聞く。これらが音頭

を取り、機関リポジトリを構築運用していくこ

とも、一つの方向‘性として可能性がある。単独

の病院が取り組むことや、あるいは、医師など

の医療従事者が個人単位で業績を公開していく

ことは、持続的なサービス維持という観点から
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すれば、おそらく難しいのではないか。

蛇足的だが、臨床系の医学論文などを査読無

しに公開する場合、個人情報やプライバシーに

ついても検討する必要があるだろう。あるいは、

情報の品質に何かしらの問題があると、医療事

故などにつながるリスクも生じうる。

ともかく、昨今では、DRF-Medなど１７)、医

学関係での機関リポジトリワークショップを介

したコミュニティ形成の動きも見られる。敷居

は低いので、病院図書館からも、機関リポジト

リの世界へ、ぜひ飛び込んでもらいたい。

Ｖ・おわりに

冒頭のある友人とは、実は自分のことだった

りする◎歳を取るにつれ、健康の話題で盛り上

がると親はいうが、まだその域に達していない

せいか、つい他人事にして嘘をついてしまった。

しかし、程度の差こそあれ、自分自身や知人の

病気/体調のことについて、あまり人に知られた

くない、自分で確かな情報をいち早く入手した

いという人は、結櫛な数でいると思う。機関リ

ポジトリは、そんな人にとっても大きな力とな

りえる。ただし、その場合、一つの問いが生じ

てしまう。「病院図書館は、どのような役回りを

演じることになるか」と。

さて、久しぶりにジョギングでもしながら考

えるか。コレステロール値も下がるというし。
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